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環境福祉委員会資料 令和８年９月 

環境政策 局 

 

伏見区深草鞍ケ谷における産業廃棄物の堆積について 

 

 伏見区深草鞍ケ谷における産業廃棄物の堆積について、事案の概要、本市の対応経過、

現在までの是正状況、今後の対応等について御報告いたします。 

 

１ 事案の概要及び経過 

 ⑴ 行為者 

   有限会社東海テックス 

    所在地：京都府宇治市木幡金草原３１ 

    代表者：西川 完治 

  

⑵ 概要及び経過 

  ア 行為地 

    京都市伏見区深草鞍ケ谷１２ほか 

 イ 行為地の使用及び産業廃棄物の堆積の経過 

    行為者は、令和３年１１月から行為地を建設業の資材置き場及び自社が受注

した解体工事等で発生させた建設系の産業廃棄物の一時保管場所として使用を

開始した。 

    その後、廃棄物の保管場所の面積が拡大し、廃棄物の処理及び清掃に関する法律

（以下「廃棄物処理法」という。）に基づく届出が必要となる３００㎡以上となっ

たことに伴い、令和６年５月に、同法に基づく事業場外保管届を本市に提出させた。 

    令和７年７月以降、産業廃棄物の保管量が増え始め、同年１１月には行為者が

届け出た保管量の上限である約１，０００ｍ3を明らかに超える状況となった。 

繰り返しの行政指導により、行為者は令和８年３月、同年８月末までに堆積物

を撤去する旨の計画を提出したものの、その後も搬入を続け、同年４月以降に保

管量が急増し、多量の産業廃棄物の堆積に至った （同年５月下旬以降は、新たな

搬入は確認されていない。）。 

＜行為地の状況（令和８年５月下旬の堆積ピーク時）＞ 

堆積物の種類：がれき類、木くず、石膏ボード、解体ミンチ等（行為者が自社で

請け負った解体工事で発生したものとの説明） 

保管量   ：約１４，８００㎥ 

周囲の囲いに廃棄物の荷重が掛かるなど、敷地内の大部分が堆積

物で占められた状況 

高さ及び勾配：最高高さ約１１ｍ、最大勾配約４０度 
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＜産業廃棄物の保管に係る廃棄物処理法等に基づく主な基準等＞ 

○ 周囲に囲い（荷重が直接掛かる構造である場合は、当該荷重に対し構造耐力

上安全であるもの）が設けられていること。 

○ 積み上げられた廃棄物の高さが囲いの下端から５０％勾配（約２６．５度）

のラインを超えないようにすること。 

○ 保管量が、当該保管場所における１日当たりの平均的な搬出量の７日分（本件

では、これに相当する量を約１，０００㎥と届出）を超えないようにすること。 

○ 事業場外の面積３００㎡以上の場所で産業廃棄物を保管するときは、市長に

届け出ること。 

  資料１ 廃棄物堆積の平面図 

資料２ 廃棄物堆積の形状変化（現場写真） 

 

２ 本市の対応経過 

 ⑴ 行政指導 

   本市は、産業廃棄物の保管量が増え始めた令和７年７月以降、保管量の削減につい

て繰り返し行政指導を行ってきたが改善されず、令和８年４月以降に保管量がさらに

急増し、堆積物の崩落による行為地外への流出等、生活環境保全上の支障の発生のお

それなどが見られたことから、同年６月１日、期限を定めたうえで文書による行政指

導を行った。 

＜行政指導の内容＞ 

○ 生活環境保全上の支障の発生のおそれの除去 ７月１６日期限 

  ・ 廃棄物の荷重が直接囲いに掛からないようにすること。 

・ 廃棄物の積上げの高さを下げ、勾配を２６．５度以下とすること。 

○ 保管基準に合致するまでの保管量の削減 ８月３１日期限 

  

⑵ 行政処分（廃棄物処理法第１９条の５第１項） 

   行為者は、本市の指導に応じ、堆積の上部を除去して保管の高さを下げる（最大

約１１ｍ→７～８ｍ）等の是正作業を行ったが、生活環境保全上の支障の発生のお

それの除去に係る是正期限 （７月１６日）までに、十分な是正がなされなかったこ

とから、本市は、同月２７日付けで、行為者である法人及び代表取締役個人に対し、

廃棄物処理法に基づく措置命令を行った。 

  ア 命令内容 

    保管されている産業廃棄物が崩落し、保管場所から流出することによる生活環

境保全上の支障の発生のおそれを除去するため、 

   ① 当該保管場所の囲いが、法に定める産業廃棄物処理基準に適合するよう措置す

ること（廃棄物の荷重が直接囲いに掛からないようにすること）。 

   ② 当該産業廃棄物の保管の高さが、法に定める産業廃棄物処理基準に適合するよう

措置すること（廃棄物の積上げの高さを下げ、勾配を２６．５度以下とすること）。 

  イ 履行期限 令和８年８月３１日 
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 ⑶ 是正作業等の指導及び監視 

  ア 勾配が急であり、隣接地の建物が近接するなど、是正の優先度が高い箇所を指

定して、高さを下げ、勾配を緩める作業を指示している。 

  イ 行為者に対し、毎日の是正作業を報告させるとともに、本市職員が週に複数回

現地に立ち入り、是正作業及び、堆積物の崩落の兆候（堆積上部へのクラック （ひ

び割れ）の発生等）の有無等を確認している。 

  ウ 土木工学の学識経験者にも現地の状況を確認のうえ、堆積の状況等に対する御

意見を頂いた（８月２７日）。 

＜学識経験者からの御意見＞ 

〇 堆積物は典型的な安定５品目（※）であり、臭いや粉塵は感じない。 

※ 産業廃棄物のうち、雨水等による腐敗などの性質変化がほとんど起きな 

いとされる品目（がれき類や廃プラスチック類、金属くずなど） 

〇 命令後の是正作業が未着手である堆積の中央～西側エリアは、堆積物にガ

レキが多く混じっていることから抵抗が大きく、急な斜面もあるが現状では

安定を保っているようではある。ただし、法定基準の２６．５度までの是正は

必要ではないか。 

エ 遠隔監視用のカメラを設置し、廃棄物の搬出及び資機材等の搬入を常時監視す

るとともに、産業廃棄物管理票（マニフェスト）を提出させ、搬出された廃棄物

の適正処理を確認している。 

 

３ 行為地の現況 

  行為者は、措置命令及び本市の指導に従い、是正作業を継続しているが、措置命令

の履行期限までに、十分な是正は行われなかった。 

 ⑴ 行為者による現在までの是正の状況 

  ア 勾配が急であり、隣接地の建物が近接するなど、優先的な是正を指示した箇所

（行為地東部の一部）については、堆積物の高さが約５ｍまで引き下げられ（措置

命令時約８ｍ）、勾配は約３０度まで改善された（措置命令時最大約４０度）。 

    ただし、上記の作業で除去された廃棄物は、分別のうえ行為地内の別の場所で保

管されており、廃棄物の搬出等による保管量の削減は、ほとんど行われていない（堆

積ピーク時からの削減量：約４７０㎥（うち措置命令後の削減量：約７０㎥））。 

イ その他の箇所は、是正作業の着手に至らず、措置命令前の状況から改善されてい

ない。 

＜行為地のエリアごとの是正状況＞ 

 東側エリア 中央・西側エリア 

高さ 勾配 高さ 勾配 

５月下旬（堆積ピーク時） 約１０ｍ ３０～４０度 約１１ｍ ３０～４０度 

７月下旬（措置命令発出時） 約８ｍ ３０～４０度 約８ｍ ３０～４０度 

現在（措置命令期限到来時） ５～７ｍ ３０度程度 約８ｍ ３０～４０度 



4 

 ⑵ 崩落の兆候の状況 

   現在、堆積物の崩落の兆候（堆積上部へのクラック（ひび割れ）の発生等）は、

確認されていない。 

 

４ 今後の本市の対応 

 ⑴ 行為者への履行の督促等 

   行為者に対しては、未着手の箇所の是正、保管量の削減等、措置命令の速やかな

履行を督促していく。 

   行為者によるこれ以上の是正が期待できないと判断された場合は、行為者の刑事

責任を追及し、しかるべき処罰が加えられるよう、京都府警等とも連携していく。 

 

 ⑵ 生活環境保全上の支障の発生の抑止 

   引き続き行為地を監視し、堆積物の崩落の兆候の有無など状況把握を徹底すると

ともに、今後の是正作業について、学識経験者や(公財)産業廃棄物処理事業振興財

団 （※）による支援チームの助力を得ながら、是正の方法や優先順位を行為者に的

確に指導する。 

※ 廃棄物処理法に基づき、行政代執行等への支援（助言、補助金）を担う機関 

   堆積物の崩落の兆候を確認した場合は、直ちに防止措置を講じさせるとともに、

行為者による防止措置が取られない場合は、必要な箇所への部分的な行政代執行を

含め、生活環境保全上の支障が発生しないよう、迅速かつ的確に対応する。 

 

 ⑶ 調査の継続 

ア 測量 

措置命令の履行期限後の堆積状況について、現在、測量調査を実施している。 

 

イ 行為者以外の調査 

   行為者以外に、廃棄物の不適正処理に係る責任を追及すべき者がいないかにつ

いても調査を進めており、処理責任を負担させるべき者が判明した場合は、行為

者と同様に是正を求める等、厳正に対応する。 

 

 ⑷ 周辺住民等への対応 

   深草支所と連携し、行為地の状況や是正作業の進捗等について、８月に周辺住民

等に情報提供を行った。今後も周辺住民等に対して、措置命令期限後の状況や今後

の市の対応などの情報提供を行っていく。 



廃棄物堆積の平面図 資料１

宗教団体建物

事業者
建物

撮影方向

措置命令を受け、是正作業が
進められたエリア

リスクの高いエリア（赤）の高さを下げ、
勾配を緩める作業を実施。搬出しきれない
分はスペースのあったエリア（青）に移動

駐車場

※ 図中の廃棄物堆積の状況は、
措置命令前の6月下旬に測量
した時点のもの。

廃棄物の堆積の範囲

５



廃棄物堆積の形状変化の経過

令和８年５月２９日撮影

令和８年６月１７日撮影

令和８年９月１日撮影

資料２
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